
(57)【要約】

【課題】　メータが設けられたインストルメントパネル

の前部の支持剛性を、特別の補強部材を必要とせずに効

果的に高める。

【解決手段】　前部にメータ１６を支持するインストル

メントパネル１１の後部を横梁２３に結合するだけでは

、前記メータ１６の重量が加わるインストルメントパネ

ル１１の前部の支持剛性が不充分になるが、インストル

メントパネル１１の前方に位置するダッシュボードロア

２２と横梁２３とをブラケット２４を介して接続し、か

つインストルメントパネル１１の前部と前記ブラケット

２４とを空調用ダクト２８で接続したことにより、横梁

２３、ダッシュボードロア２２、ブラケット２４および

空調用ダクト２８が相互に補強しあってインストルメン

トパネル１１の前部を強固に支持することができる。特

に、従来よりインストルメントパネル１１の内部に配置

されている空調用ダクト２８を補強に利用することによ

り、補強のための部品点数の増加を最小限に抑えること

ができる。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 少 な く と も 前 部 に メ ー タ （ １ ６ ） を 支 持 す る イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル （ １ １ ） の 後 部 を
車 体 左 右 方 向 に 延 び る 横 梁 （ ２ ３ ） に 結 合 し 、 イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル （ １ １ ） の 前 方 に
位 置 す る ダ ッ シ ュ ボ ー ド ロ ア （ ２ ２ ） と 前 記 横 梁 （ ２ ３ ） と を ブ ラ ケ ッ ト （ ２ ４ ） を 介 し
て 接 続 し 、 イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル （ １ １ ） の 前 部 と 前 記 ブ ラ ケ ッ ト （ ２ ４ ） と を 車 体 左
右 方 向 に 延 び る 空 調 用 ダ ク ト （ ２ ８ ） で 接 続 し た こ と を 特 徴 と す る 、 自 動 車 の イ ン ス ト ル
メ ン ト パ ネ ル の 固 定 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 空 調 用 ダ ク ト （ ２ ８ ） と イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル （ １ １ ） と を 振 動 溶 着 し た こ と を
特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 自 動 車 の イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル の 固 定 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 比 較 的 に 重 量 の 大 き い メ ー タ を 支 持 す る イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル を 車 体 に 強
固 に 固 定 す る た め の 自 動 車 の イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル の 固 定 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 道 路 地 図 情 報 の よ う な 情 報 量 は 多 い が 緊 急 性 の 低 い 情 報 を 表 示 す る エ ン タ ー テ イ メ ン ト
デ ィ ス プ レ イ を 車 幅 方 向 中 心 位 置 に 配 置 す る と と も に 、 経 路 誘 導 情 報 、 緊 急 の 道 路 交 通 情
報 、 障 害 者 接 触 警 報 の よ う な 情 報 量 は 少 な い が 緊 急 性 の 高 い 情 報 を 表 示 す る ド ラ イ ビ ン グ
デ ィ ス プ レ イ を 、 エ ン タ ー テ イ メ ン ト デ ィ ス プ レ イ よ り も ド ラ イ バ ー 側 で あ っ て 、 か つ 高
い 位 置 に 配 置 す る こ と で 、 ド ラ イ ビ ン グ デ ィ ス プ レ イ の 視 認 性 を 高 め る も の が 、 下 記 特 許
文 献 １ に よ り 公 知 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル の 内 部 に 収 納 さ れ る 空 調 用 ダ ク ト を ブ ロ ー 成 形 よ り 製 造 す
る も の が 、 下 記 特 許 文 献 ２ に よ り 公 知 で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ６ ８ ４ ０ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ５ ０ ５ ５ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 一 般 に イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル は 、 そ の 後 部 位 置 に お い て 車 体 左 右 方 向 に 延
び る パ イ プ 材 よ り な る 横 梁 に 支 持 さ れ る が 、 視 認 性 を 高 め る た め に ド ラ イ バ ー の 目 の 位 置
か ら 遠 い イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル の 前 部 に メ ー タ を 配 置 す る と 、 そ の メ ー タ の 重 量 に よ っ
て イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル の 前 部 の 支 持 剛 性 が 不 充 分 に な る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 前 述 の 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 メ ー タ が 設 け ら れ た イ ン ス ト ル メ ン ト パ
ネ ル の 前 部 の 支 持 剛 性 を 、 特 別 の 補 強 部 材 を 必 要 と せ ず に 効 果 的 に 高 め る こ と を 目 的 と す
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 発 明 に よ れ ば 、 少 な く と も 前 部 に メ
ー タ を 支 持 す る イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル の 後 部 を 車 体 左 右 方 向 に 延 び る 横 梁 に 結 合 し 、 イ
ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル の 前 方 に 位 置 す る ダ ッ シ ュ ボ ー ド ロ ア と 前 記 横 梁 と を ブ ラ ケ ッ ト を
介 し て 接 続 し 、 イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル の 前 部 と 前 記 ブ ラ ケ ッ ト と を 車 体 左 右 方 向 に 延 び
る 空 調 用 ダ ク ト で 接 続 し た こ と を 特 徴 と す る 、 自 動 車 の イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル の 固 定 構
造 が 提 案 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 請 求 項 ２ に 記 載 さ れ た 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ の 構 成 に 加 え て 、 前 記 空 調 用 ダ ク ト
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と イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル と を 振 動 溶 着 し た こ と を 特 徴 と す る 自 動 車 の イ ン ス ト ル メ ン ト
パ ネ ル の 固 定 構 造 が 提 案 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 尚 、 実 施 例 の 上 部 メ ー タ １ ６ は 本 発 明 の メ ー タ に 対 応 し 、 実 施 例 の 第 １ 空 調 用 ダ ク ト ２
８ は 本 発 明 の 空 調 用 ダ ク ト に 対 応 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 １ の 構 成 に よ れ ば 、 少 な く と も 前 部 に メ ー タ を 支 持 す る イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル
の 後 部 を 車 体 左 右 方 向 に 延 び る 横 梁 に 結 合 す る だ け で は 、 前 記 メ ー タ の 重 量 が 加 わ る イ ン
ス ト ル メ ン ト パ ネ ル の 前 部 の 支 持 剛 性 が 不 充 分 に な る が 、 イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル の 前 方
に 位 置 す る ダ ッ シ ュ ボ ー ド ロ ア と 横 梁 と を ブ ラ ケ ッ ト を 介 し て 接 続 し 、 か つ イ ン ス ト ル メ
ン ト パ ネ ル の 前 部 と 前 記 ブ ラ ケ ッ ト と を 車 体 左 右 方 向 に 延 び る 空 調 用 ダ ク ト で 接 続 し た こ
と に よ り 、 横 梁 、 ダ ッ シ ュ ボ ー ド ロ ア 、 ブ ラ ケ ッ ト お よ び 空 調 用 ダ ク ト が 相 互 に 補 強 し あ
っ て イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル の 前 部 を 強 固 に 支 持 す る こ と が で き る 。 特 に 、 従 来 よ り イ ン
ス ト ル メ ン ト パ ネ ル の 内 部 に 配 置 さ れ て い る 空 調 用 ダ ク ト を 補 強 に 利 用 す る こ と に よ り 、
補 強 の た め の 部 品 点 数 の 増 加 を 最 小 限 に 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ２ の 構 成 に よ れ ば 、 空 調 用 ダ ク ト と イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル と を 振 動 溶 着 し た の
で 、 空 調 用 ダ ク ト お よ び イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル を 強 固 に 一 体 化 し て イ ン ス ト ル メ ン ト パ
ネ ル の 支 持 剛 性 を 更 に 高 め る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
  以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 添 付 の 図 面 に 示 し た 本 発 明 の 実 施 例 に 基 づ い て 説 明 す る
。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ ～ 図 １ １ は 本 発 明 の 一 実 施 例 を 示 す も の で 、 図 １ は 自 動 車 の イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ
ル の 斜 視 図 、 図 ２ は 図 １ の ２ － ２ 線 拡 大 断 面 図 、 図 ３ は 図 ２ の ３ 方 向 矢 視 図 、 図 ４ は 上 部
パ ネ ル お よ び メ ー タ バ イ ザ の 分 解 斜 視 図 、 図 ５ は 図 ４ の ５ － ５ 線 断 面 図 、 図 ６ は 図 ４ の ６
－ ６ 線 断 面 図 、 図 ７ は 図 ４ の ７ － ７ 線 断 面 図 、 図 ８ は 下 部 左 パ ネ ル お よ び メ ー タ バ イ ザ の
分 解 斜 視 図 、 図 ９ は 図 ８ の ９ － ９ 線 断 面 図 、 図 １ ０ は 図 ８ の １ ０ － １ ０ 線 断 面 図 、 図 １ １
は 図 ９ の １ １ － １ １ 線 断 面 図 で あ る 。 尚 、 本 明 細 書 に お け る 前 後 左 右 と は 、 車 両 の 前 後 左
右 に 対 応 す る も の と し て 定 義 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
  図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 自 動 車 の 車 室 前 部 に 配 置 さ れ る イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル
１ １ は 、 合 成 樹 脂 で 一 体 成 形 さ れ た イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル 本 体 １ ２ と 、 運 転 席 の 前 方 位
置 で イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル 本 体 １ ２ の 後 面 に 装 着 さ れ る 、 何 れ も 合 成 樹 脂 製 の 上 部 パ ネ
ル １ ３ 、 下 部 左 パ ネ ル １ ４ お よ び 下 部 右 パ ネ ル １ ５ と で 構 成 さ れ る 。 イ ン ス ト ル メ ン ト パ
ネ ル 本 体 １ ２ は 前 方 か ら 後 方 に 向 か っ て 階 段 状 に 低 く な る 板 状 の 部 材 で あ っ て 、 そ の 前 部
の 高 い 位 置 に 上 部 メ ー タ １ ６ が タ ッ ピ ン グ ス ク リ ュ ー １ ７ で 後 向 き に 固 定 さ れ る と と も に
、 そ の 後 部 の 低 い 位 置 に 下 部 メ ー タ １ ８ が タ ッ ピ ン グ ス ク リ ュ ー １ ９ で 後 向 き に 固 定 さ れ
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 部 メ ー タ １ ６ は フ ロ ン ト ガ ラ ス ２ ０ の 下 縁 に 近 い 位 置 に あ り 、 か つ ド ラ イ バ ー か ら 遠
い 位 置 に あ る た め 、 フ ロ ン ト ガ ラ ス ２ ０ を 通 し て 前 方 を 見 つ め る ド ラ イ バ ー が 視 線 を 上 部
メ ー タ １ ６ に 移 し 、 か つ 目 の 焦 点 を 上 部 メ ー タ １ ６ に 合 わ せ る こ と が 比 較 的 に 容 易 で あ る
。 こ の よ う に 視 認 性 の 高 い 上 部 メ ー タ １ ６ に 比 較 的 に 重 要 度 お よ び 緊 急 度 の 高 い 走 行 情 報
系 の 表 示 手 段 、 つ ま り ス ピ ー ド メ ー タ や タ コ メ ー タ が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 一 方 、 下 部 メ ー タ １ ８ は フ ロ ン ト ガ ラ ス ２ ０ の 下 縁 か ら 遠 い 位 置 に あ り 、 か つ ド ラ イ バ
ー か ら 近 い 位 置 に あ る た め 、 フ ロ ン ト ガ ラ ス ２ ０ を 通 し て 前 方 を 見 つ め る ド ラ イ バ ー が 視
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線 を 下 部 メ ー タ １ ８ に 移 し 、 か つ 目 の 焦 点 を 下 部 メ ー タ １ ８ に 合 わ せ る こ と が 比 較 的 に 困
難 で あ る 。 こ の よ う に 視 認 性 の 低 い 下 部 メ ー タ １ ８ に 比 較 的 に 重 要 度 お よ び 緊 急 度 の 低 い
車 両 情 報 系 の 表 示 手 段 、 つ ま り 燃 料 計 、 水 温 計 、 警 報 ラ ン プ 、 各 種 イ ン ジ ケ ー タ 等 が 配 置
さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 カ ウ ル ト ッ プ ２ １ の 後 端 に フ ロ ン ト ガ ラ ス ２ ０ の 下 端 、 イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル 本 体 １
２ の 前 端 お よ び ダ ッ シ ュ ボ ー ド ロ ア ２ ２ の 上 端 が 固 定 さ れ 、 ダ ッ シ ュ ボ ー ド ロ ア ２ ２ の 下
端 は 車 体 左 右 方 向 に 延 び る 横 梁 ２ ３ に ブ ラ ケ ッ ト ２ ４ を 介 し て 接 続 さ れ る 。 横 梁 ２ ３ に は
イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル 本 体 １ ２ の 後 部 下 面 が ボ ル ト ２ ５ で 固 定 さ れ 、 更 に 横 梁 ２ ３ に 接
続 さ れ た ス テ ー ２ ６ に ス テ ア リ ン グ コ ラ ム チ ュ ー ブ ２ ７ が 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル 本 体 １ ２ の 下 面 に は 合 成 樹 脂 で ブ ロ ー 成 形 し た 第 １ 空 調 用
ダ ク ト ２ ８ お よ び 第 ２ 空 調 用 ダ ク ト ２ ９ が 車 体 左 右 方 向 に 配 置 さ れ て お り 、 第 １ 空 調 用 ダ
ク ト ２ ８ か ら 前 上 方 に 延 び る 腕 部 ２ ８ ａ が ダ ッ シ ュ ボ ー ド ロ ア ２ ２ お よ び イ ン ス ト ル メ ン
ト パ ネ ル 本 体 １ ２ に 振 動 溶 着 さ れ 、 第 １ 空 調 用 ダ ク ト ２ ８ か ら 後 下 方 に 延 び る 腕 部 ２ ８ ｂ
が ブ ラ ケ ッ ト ２ ４ に タ ッ ピ ン グ ス ク リ ュ ー ３ ０ で 固 定 さ れ る 。 ま た 第 ２ 空 調 用 ダ ク ト ２ ９
か ら 後 方 に 延 び る 腕 部 ２ ９ ａ が イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル 本 体 １ ２ に 振 動 溶 着 さ れ 、 前 記 腕
部 ２ ９ ａ か ら 下 方 に 延 び る 腕 部 ２ ９ ｂ が ブ ラ ケ ッ ト ２ ４ に ボ ル ト ３ １ で 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の よ う に 、 イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル 本 体 １ ２ の 前 部 お よ び 後 部 に は そ れ ぞ れ 重 量 の 大
き い 上 部 メ ー タ １ ６ お よ び 下 部 メ ー タ １ ８ が 支 持 さ れ る が 、 下 部 メ ー タ １ ８ の 近 傍 で イ ン
ス ト ル メ ン ト パ ネ ル 本 体 １ ２ は 強 固 な 横 梁 ２ ３ に 結 合 さ れ る た め 、 イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ
ル 本 体 １ ２ の 後 部 の 支 持 剛 性 は 充 分 な も の と な る 。 そ れ に 対 し て 、 上 部 メ ー タ １ ６ の 近 傍
で イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル 本 体 １ ２ は ダ ッ シ ュ ボ ー ド ロ ア ２ ２ に 結 合 さ れ る が 、 そ れ だ け
で は イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル 本 体 １ ２ の 支 持 剛 性 が 不 足 し て し ま う 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ こ で 本 実 施 例 で は 、 ダ ッ シ ュ ボ ー ド ロ ア ２ ２ の 下 部 と 横 梁 ２ ３ と を 強 固 な ブ ラ ケ ッ ト
２ ４ で 結 合 し 、 更 に 第 １ 空 調 用 ダ ク ト ２ ８ を 利 用 し て イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル 本 体 １ ２ の
前 部 と ブ ラ ケ ッ ト ２ ４ と を 接 続 し た の で 、 横 梁 ２ ３ 、 ダ ッ シ ュ ボ ー ド ロ ア ２ ２ 、 ブ ラ ケ ッ
ト ２ ４ お よ び 第 １ 空 調 用 ダ ク ト ２ ８ が 相 互 に 補 強 し あ っ て イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル 本 体 １
２ の 前 部 を 強 固 に 支 持 す る こ と が で き る 。 特 に 、 既 存 の 第 １ 空 調 用 ダ ク ト ２ ８ を 利 用 す る
こ と に よ り 、 補 強 の た め の 部 品 点 数 の 増 加 を 最 小 限 に 抑 え る こ と が で き る 。 し か も 第 １ 空
調 用 ダ ク ト ２ ８ と イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル 本 体 １ ２ と を 振 動 溶 着 し た の で 、 第 １ 空 調 用 ダ
ク ト ２ ８ お よ び イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル 本 体 １ ２ を 強 固 に 一 体 化 し て 支 持 剛 性 を 更 に 高 め
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 図 １ お よ び 図 ４ ～ 図 ７ に 基 づ い て 上 部 メ ー タ １ ６ の 周 辺 の 構 造 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ド ラ イ バ ー の 正 面 の イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル 本 体 １ ２ に 上 部 パ ネ ル １ ３ の 上 縁 が 複 数 の
ク リ ッ プ １ ３ ａ … で 着 脱 自 在 に 係 止 さ れ る と と も に 、 そ の 下 縁 に 設 け た ク リ ッ プ １ ３ ｂ …
に 下 部 左 パ ネ ル １ ４ の 上 縁 に 設 け た ク リ ッ プ １ ４ ａ … が 着 脱 自 在 に 係 止 さ れ る 。 尚 、 下 部
右 パ ネ ル １ ５ も 同 様 に し て 上 部 パ ネ ル １ ３ の 下 縁 に 係 止 さ れ る 。 上 部 パ ネ ル １ ３ は 心 材 ４
１ の 表 面 を 表 皮 ４ ２ で 覆 っ た 構 造 を 有 し て お り 、 そ の 中 央 に 上 部 メ ー タ １ ６ の 後 面 に 臨 む
開 口 １ ３ ｃ が 形 成 さ れ る 。 上 部 メ ー タ １ ６ と 上 部 パ ネ ル １ ３ の 開 口 １ ３ ｃ と の 間 を 接 続 す
る メ ー タ バ イ ザ ４ ３ は 、 上 部 メ ー タ バ イ ザ ４ ４ お よ び 下 部 メ ー タ バ イ ザ ４ ５ に ２ 分 割 し て
構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 部 メ ー タ バ イ ザ ４ ４ は 上 部 パ ネ ル １ ３ の 開 口 １ ３ ｃ の 上 縁 に 沿 う よ う に 前 方 か ら 後 方
に 装 着 さ れ 、 ４ 本 の タ ッ ピ ン グ ス ク リ ュ ー ４ ６ で 上 部 パ ネ ル １ ３ に 固 定 さ れ る 。 こ の と き
、 上 部 パ ネ ル １ ３ の 開 口 １ ３ ｃ の 上 縁 に は 下 前 方 に 向 け て Ｊ 字 状 に 折 り 返 さ れ た 縁 部 ｅ が

10

20

30

40

50

(4) JP 2005-297660 A 2005.10.27



形 成 さ れ て お り 、 こ の 縁 部 ｅ に 、 上 部 メ ー タ バ イ ザ ４ ４ の 後 縁 に 沿 っ て 形 成 し た 溝 ｇ が 係
合 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の よ う に 、 上 部 パ ネ ル １ ３ の 開 口 １ ３ ｃ に 対 し て 上 部 メ ー タ バ イ ザ ４ ４ を 後 方 か ら 前
方 に 装 着 す る の で は な く 、 前 方 か ら 後 方 に 装 着 す る の で 、 そ の 装 着 時 に 前 記 開 口 １ ３ ｃ の
上 縁 を 上 方 に 押 し 曲 げ る 必 要 を な く し て 上 部 メ ー タ バ イ ザ ４ ４ の 装 着 性 を 高 め る こ と が で
き る 。 ま た 上 部 メ ー タ バ イ ザ ４ ４ の 後 端 に 形 成 し た 溝 ｇ を 、 上 部 パ ネ ル １ ３ の 開 口 １ ３ ｃ
の 上 縁 を 下 前 方 に 向 け て 折 り 返 し た 縁 部 ｅ に 係 合 さ せ る の で 、 上 部 パ ネ ル １ ３ の 開 口 １ ３
ｃ の 上 縁 に 上 部 メ ー タ バ イ ザ ４ ４ の 後 端 を 取 り 付 け る た め の 取 付 座 を 設 け る 必 要 を な く し
、 こ れ に よ り 上 部 パ ネ ル １ ３ の 開 口 １ ３ ｃ の 上 縁 の 上 方 へ の 盛 り 上 が り を 小 さ く 抑 え て ド
ラ イ バ ー の 前 方 視 界 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 し か も 上 部 メ ー タ バ イ ザ ４ ４ の 後 端 の 溝 ｇ を 上 部 パ ネ ル １ ３ の 開 口 １ ３ ｃ の 縁 部 ｅ に 係
合 さ せ る の で 、 上 部 パ ネ ル １ ３ の 表 皮 ４ ２ の 折 り 返 し 部 （ 耳 部 ） を 前 記 溝 ｇ で 押 さ え 込 ん
で 外 観 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 上 部 メ ー タ バ イ ザ ４ ４ が 取 り 付 け ら れ る 上 部 パ ネ
ル １ ３ の 開 口 １ ３ ｃ の 縁 部 ｅ の 内 側 に は 三 角 形 を な す 複 数 の リ ブ １ ３ ｄ … （ 図 ６ 参 照 ） が
設 け ら れ て い る た め 、 タ ッ ピ ン グ ス ク リ ュ ー ４ ６ … が 貫 通 す る ボ ス 部 を 補 強 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 下 部 メ ー タ バ イ ザ ４ ５ は 上 部 パ ネ ル １ ３ の 開 口 １ ３ ｃ の 下 縁 お よ び 左 右 両 側 縁 に 沿 う よ
う に 後 方 か ら 前 方 に 装 着 さ れ る も の で 、 下 壁 ４ ５ ａ お よ び 左 右 の 側 壁 ４ ５ ｂ ， ４ ５ ｃ よ り
な る Ｕ 字 状 の バ イ ザ 面 と 、 上 部 パ ネ ル １ ３ の 表 面 に 滑 ら か に 連 な る 化 粧 面 ４ ５ ｄ と を 備 え
る 。 下 部 メ ー タ バ イ ザ ４ ５ の 下 壁 ４ ５ ａ お よ び 左 右 側 壁 ４ ５ ｂ ， ４ ５ ｃ は 、 上 部 メ ー タ バ
イ ザ ４ ４ と 共 同 し て 上 部 メ ー タ １ ６ の 周 囲 を 覆 う こ と が で き る 。 上 部 メ ー タ バ イ ザ ４ ４ お
よ び 下 部 メ ー タ バ イ ザ ４ ５ の 継 ぎ 目 は 、 上 部 メ ー タ バ イ ザ ４ ４ の 左 右 の 端 部 と 、 下 部 メ ー
タ バ イ ザ ４ ５ の 左 右 の 側 壁 ４ ５ ｂ ， ４ ５ ｃ の 上 端 と が 突 き 合 わ さ れ る 角 部 に 位 置 し 、 か つ
が 視 線 と 平 行 に ド ラ イ バ ー か ら 離 れ る 方 向 に 延 び る た め 、 そ の 継 ぎ 目 を 目 立 た な く し て 外
観 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 部 メ ー タ バ イ ザ ４ ４ が 上 部 パ ネ ル １ ３ に 前 方 か ら 後 方 に 向 け て 装 着 さ れ る の に 対 し 、
下 部 メ ー タ バ イ ザ ４ ５ は 上 部 パ ネ ル １ ３ に 後 方 か ら 前 方 に 向 け て 装 着 さ れ る よ う に な っ て
お り 、 そ の 際 に 下 部 メ ー タ バ イ ザ ４ ５ に 設 け た 複 数 の ク リ ッ プ ４ ５ ｅ … が 上 部 パ ネ ル １ ３
に 設 け た 複 数 の ク リ ッ プ １ ３ ｅ … に 係 合 し 、 下 部 メ ー タ バ イ ザ ４ ５ に 設 け た 複 数 の リ ブ ４
５ ｆ … が 上 部 パ ネ ル １ ３ に 設 け た 複 数 の ス リ ッ ト １ ３ ｆ … に 係 合 し 、 か つ 下 部 メ ー タ バ イ
ザ ４ ５ に 設 け た ２ 本 の ピ ン ４ ５ ｇ ， ４ ５ ｇ が 上 部 メ ー タ バ イ ザ ４ ４ に 設 け た ピ ン 孔 ４ ４ ａ
， ４ ４ ａ に 嵌 合 す る こ と で 、 上 部 パ ネ ル １ ３ に 上 部 メ ー タ バ イ ザ ４ ４ お よ び 下 部 メ ー タ バ
イ ザ ４ ５ が 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の よ う に 、 下 部 メ ー タ バ イ ザ ４ ５ に 化 粧 面 ４ ５ ｄ を 設 け た こ と に よ り 、 そ れ を 上 部 パ
ネ ル １ ３ に 固 定 す る ク リ ッ プ ４ ５ ｅ … や リ ブ ４ ５ ｆ … を 設 け る 場 所 を 容 易 に 確 保 し 、 下 部
メ ー タ バ イ ザ ４ ５ の 取 付 剛 性 を 高 め る こ と が で き る 。 し か も 下 部 メ ー タ バ イ ザ ４ ５ の 後 端
で 上 部 パ ネ ル １ ３ の 開 口 １ ３ ｃ の 下 縁 を 上 方 か ら 押 さ え ら れ る の で 、 上 部 パ ネ ル １ ３ の 開
口 １ ３ ｃ の 下 縁 が 見 え な く な っ て 外 観 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に 、 図 １ お よ び 図 ８ ～ 図 １ １ に 基 づ い て 下 部 メ ー タ １ ８ の 周 辺 の 構 造 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 部 パ ネ ル １ ３ の 下 側 に 下 部 左 パ ネ ル １ ４ お よ び 下 部 右 パ ネ ル １ ５ が 取 り 付 け ら れ て お
り 、 下 部 左 パ ネ ル １ ４ に は 逆 Ｕ 字 状 の 開 口 １ ４ ｂ と 、 そ の 左 側 に 位 置 す る 空 調 用 吹 き 出 し
口 １ ４ ｃ と が 形 成 さ れ る 。 ま た 下 部 右 パ ネ ル １ ５ に は ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 装 置 の モ ニ タ の 取 付
開 口 １ ５ ａ と 、 オ ー デ ィ オ 装 置 の 取 付 開 口 １ ５ ｂ と 、 空 調 用 吹 き 出 し 口 １ ５ ｃ と が 形 成 さ
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れ る 。 ま た 下 部 左 パ ネ ル １ ４ の 逆 Ｕ 字 状 の 開 口 １ ４ ｂ の 上 部 前 方 に は 四 角 形 の 下 部 メ ー タ
１ ８ が 位 置 し て お り 、 そ の 開 口 １ ４ ｂ 内 に 上 部 メ ー タ バ イ ザ ５ １ お よ び 下 部 メ ー タ バ イ ザ
５ ２ よ り な る メ ー タ バ イ ザ ５ ３ が 取 り 付 け ら れ る 。 上 部 メ ー タ バ イ ザ ５ １ お よ び 下 部 メ ー
タ バ イ ザ ５ ２ は 共 に 逆 Ｕ 字 状 に 形 成 さ れ て お り 、 上 部 メ ー タ バ イ ザ ５ １ の 下 部 両 端 に 設 け
た ブ ラ ケ ッ ト ５ １ ａ ， ５ １ ａ が 下 部 メ ー タ バ イ ザ ５ ２ の 上 部 両 端 に 向 け た ブ ラ ケ ッ ト ５ ２
ａ ， ５ ２ ａ に 各 ２ 本 の タ ッ ピ ン グ ス ク リ ュ ー ５ ４ … で 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 組 み 立 て ら れ た メ ー タ バ イ ザ ５ ３ は 、 下 部 左 パ ネ ル １ ４ の 開 口 １ ４ ｂ に 前 方 か ら 後 方 に
装 着 さ れ 、 上 部 メ ー タ バ イ ザ ５ １ の 上 面 に 設 け た ２ 個 の ブ ラ ケ ッ ト ５ １ ｂ ， ５ １ ｂ を 貫 通
す る 各 ２ 本 の タ ッ ピ ン グ ス ク リ ュ ー ５ ５ … で 下 部 左 パ ネ ル １ ４ に 設 け た ボ ス 部 １ ４ ｄ … に
締 結 さ れ る 。 更 に 、 下 部 左 パ ネ ル １ ４ の 開 口 １ ４ ｂ の 下 部 両 側 に 突 設 し た ２ 個 の リ ブ １ ４
ｅ ， １ ４ ｅ が 下 部 メ ー タ バ イ ザ ５ ２ に 形 成 し た ２ 個 の ス リ ッ ト ５ ２ ｂ ， ５ ２ ｂ に 係 合 す る
と と も に 、 上 部 メ ー タ バ イ ザ ５ １ の ブ ラ ケ ッ ト ５ １ ｂ ， ５ １ ｂ に 形 成 し た ピ ン 孔 ５ １ ｆ ，
５ １ ｆ に 下 部 左 パ ネ ル １ ４ の 開 口 １ ４ ｂ の 中 央 部 両 側 に 突 設 し た ２ 個 の ピ ン １ ４ ｆ ， １ ４
ｆ が 係 合 す る こ と で 、 メ ー タ バ イ ザ ５ ３ が 下 部 左 パ ネ ル １ ４ に 対 し て 正 し く 位 置 決 め さ れ
る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ９ か ら 明 ら か な よ う に 、 下 部 左 パ ネ ル １ ４ の 開 口 １ ４ ｂ に 配 置 さ れ た メ ー タ バ イ ザ ５
３ の 上 壁 ５ １ ｃ お よ び 下 壁 ５ ２ ｃ は 、 下 部 メ ー タ １ ８ に 向 け て 、 つ ま り 前 方 に 向 け て 角 度
α だ け 先 す ぼ ま り に な っ て い る 。 シ ー ト に 着 座 し た ド ラ イ バ ー の 目 の 高 さ は 身 長 に よ っ て
大 き く 異 な る が 、 メ ー タ バ イ ザ ５ ３ の 開 口 ５ ３ ａ か ら 上 壁 ５ １ ｃ お よ び 下 壁 ５ ２ ｃ の 間 隔
が 下 部 メ ー タ １ ８ に 向 け て 狭 ま っ て い る の で 、 下 部 メ ー タ １ ８ の 上 下 縁 が メ ー タ バ イ ザ ５
３ の 開 口 ５ ３ ａ の 上 下 縁 に 隠 さ れ て 見 え な く な る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 一 方 、 ド ラ イ バ ー が シ ー ト に 正 し く 着 座 し て い る 限 り 、 ド ラ イ バ ー の 身 長 が 異 な っ て も
目 の 左 右 方 向 の 位 置 は 殆 ど 変 化 し な い 。 従 っ て 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 メ ー タ バ イ ザ ５ ３
の 左 右 の 側 壁 ５ １ ｄ ， ５ １ ｅ の 間 隔 を 開 口 ５ ３ ａ か ら 下 部 メ ー タ １ ８ に 向 け て 、 つ ま り 前
方 に 向 け て 角 度 β だ け 先 広 が り に し て も 、 下 部 メ ー タ １ ８ の 左 右 の 側 縁 が メ ー タ バ イ ザ ５
３ の 開 口 ５ ３ ａ の 左 右 の 側 縁 に 隠 さ れ て 見 え な く な る 虞 が な い 。 こ れ に よ り 、 メ ー タ バ イ
ザ ５ ３ の 開 口 ５ ３ ａ の 面 積 を で き る だ け 小 さ く し 、 下 部 メ ー タ １ ８ の 表 面 の 光 の 反 射 を 抑
制 し て 視 認 性 を 高 め る と と も に 、 下 部 左 パ ネ ル １ ４ の 表 面 の 面 積 を 大 き く 確 保 し て 有 効 利
用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た メ ー タ バ イ ザ ５ ３ の 上 壁 ５ １ ｃ お よ び 下 壁 ５ ２ ｃ の 間 隔 が 前 方 に 向 け て 狭 ま り 、 左
右 の 側 壁 ５ １ ｄ ， ５ １ ｅ の 間 隔 が 前 方 に 向 け て 広 が る と 、 ア ン ダ ー カ ッ ト あ る い は 抜 き 勾
配 の 関 係 で メ ー タ バ イ ザ ５ ３ を 一 部 材 で 成 形 す る こ と が 困 難 に な る が 、 メ ー タ バ イ ザ ５ ３
を 上 部 メ ー タ バ イ ザ ５ １ お よ び 下 部 メ ー タ バ イ ザ ５ ２ に ２ 分 割 し た こ と で そ の 成 形 が 容 易
に な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 し か も 上 壁 ５ １ ｃ お よ び 左 右 の 側 壁 ５ １ ｄ ， ５ １ ｅ を 有 す る 上 部 メ ー タ バ イ ザ ５ １ と 、
下 壁 ５ ２ ｃ を 有 す る 下 部 メ ー タ バ イ ザ ５ ２ と を 結 合 し て メ ー タ バ イ ザ ５ ３ を 構 成 し た の で
、 そ の 継 ぎ 目 が 矩 形 状 断 面 の メ ー タ バ イ ザ ５ ３ の 左 右 下 側 の 角 部 に 位 置 し 、 か つ 視 線 と 平
行 に ド ラ イ バ ー か ら 離 れ る 方 向 に 延 び る た め に 目 立 ち 難 く な る 。 更 に 、 メ ー タ バ イ ザ ５ ３
を 上 部 メ ー タ バ イ ザ ５ １ お よ び 下 部 メ ー タ バ イ ザ ５ ２ で 構 成 し 、 後 端 に ス テ ア リ ン グ ハ ン
ド ル ５ ６ を 有 す る ス テ ア リ ン グ シ ャ フ ト ５ ７ が 貫 通 す る 開 口 ５ ２ ｄ の 上 面 を 下 部 メ ー タ バ
イ ザ ５ ２ で 区 画 し た の で 、 ス テ ア リ ン グ シ ャ フ ト ５ ７ が 貫 通 す る 開 口 ５ ２ ｄ の 上 面 を 区 画
す る た め の 特 別 の 部 材 が 不 要 に な っ て 部 品 点 数 が 削 減 さ れ る だ け で な く 、 部 品 点 数 の 削 減
に よ り 部 品 の 継 ぎ 目 の 数 が 減 少 し て 外 観 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 更 に 、 図 ３ か ら 明 ら か な よ う に 、 イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル 本 体 １ ２ の 前 上 部 に 設 け た 上
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部 メ ー タ １ ６ が ス テ ア リ ン グ ハ ン ド ル ５ ６ の 上 半 部 の 上 側 に 位 置 し 、 イ ン ス ト ル メ ン ト パ
ネ ル 本 体 １ ２ の 後 下 部 に 設 け た 下 部 メ ー タ １ ８ が ス テ ア リ ン グ ハ ン ド ル ５ ６ の 上 半 部 の 下
側 に 位 置 す る の で 、 ス テ ア リ ン グ ハ ン ド ル ５ ６ に 邪 魔 さ れ ず に 上 部 メ ー タ １ ６ お よ び 下 部
メ ー タ １ ８ を 確 実 に 視 認 す る こ と が で き る 。 ま た 従 来 の 上 部 メ ー タ は ド ラ イ バ ー の 正 面 か
ら ず れ た 位 置 、 つ ま り イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル 本 体 の 左 右 方 向 中 央 部 に 配 置 さ れ て い た が
、 本 実 施 例 で は 上 部 メ ー タ １ ６ を 有 す る 上 部 パ ネ ル １ ３ の 上 縁 を ス テ ア リ ン グ ハ ン ド ル ５
６ の 上 半 部 に 概 ね 沿 う 円 弧 形 状 と し た こ と に よ り 、 そ の 円 弧 形 状 部 に 上 部 メ ー タ １ ６ を ド
ラ イ バ ー の 正 面 に 位 置 す る よ う に 配 置 し て も 違 和 感 が な い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル 本 体 １ ２ に 対 し て 上 部 パ ネ ル １ ３ 、 下 部 左 パ ネ ル １ ４ お よ
び 下 部 右 パ ネ ル １ ５ が 着 脱 自 在 な の で 、 こ れ ら の パ ネ ル １ ３ ， １ ４ ， １ ５ を 取 り 外 し て 上
部 メ ー タ １ ６ や 下 部 メ ー タ １ ８ を 容 易 に メ ン テ ナ ン ス す る こ と が で き る だ け で な く 、 上 部
パ ネ ル １ ３ を 表 皮 有 り 、 下 部 左 パ ネ ル １ ４ お よ び 下 部 右 パ ネ ル １ ５ を 表 皮 無 し の よ う に 、
構 造 や 材 料 を 変 化 さ せ て デ ザ イ ン 性 を 高 め る こ と が で き る 。 し か も フ ロ ン ト ガ ラ ス ２ ０ を
通 し て の ド ラ イ バ ー の 前 方 視 界 を 確 保 す る た め に 上 部 メ ー タ １ ６ を 覆 う 上 部 パ ネ ル １ ３ の
庇 部 の 後 縁 を 下 向 き に 湾 曲 さ せ て も 、 上 部 メ ー タ １ ６ を イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル 本 体 １ ２
に 取 り 付 け る 際 に 邪 魔 に な る こ と が な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 更 に ま た 、 イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル 本 体 １ ２ の 上 部 に 上 部 メ ー タ １ ６ を 配 置 し た の で 、
フ ロ ン ト ガ ラ ス ２ ０ の 前 方 の 景 色 と 上 部 メ ー タ １ ６ と の 間 で 視 線 を 移 動 さ せ る と き に 視 線
の 移 動 量 が 少 な く て 済 み 、 上 部 メ ー タ １ ６ の 視 認 性 が 高 め ら れ る 。 ま た イ ン ス ト ル メ ン ト
パ ネ ル 本 体 １ ２ の 前 部 に 上 部 メ ー タ １ ６ を 配 置 し た の で 、 ド ラ イ バ ー か ら 上 部 メ ー タ １ ６
ま で の 距 離 が 大 き く な っ て 眼 球 の ピ ン ト 調 整 が 容 易 に な り 、 上 部 メ ー タ １ ６ の 視 認 性 が 更
に 高 く な る 。 こ の よ う に 視 認 性 の 高 い 上 部 メ ー タ １ ６ に 重 要 度 の 高 い ス ピ ー ド メ ー タ お よ
び タ コ メ ー タ を 設 け た こ と で 、 そ の ス ピ ー ド メ ー タ や タ コ メ ー タ を 確 実 に 読 み 取 る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
  以 上 、 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 し た が 、 本 発 明 は そ の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 種 々 の 設 計
変 更 を 行 う こ と が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 図 １ 】 自 動 車 の イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル の 斜 視 図
【 図 ２ 】 図 １ の ２ － ２ 線 拡 大 断 面 図
【 図 ３ 】 図 ２ の ３ 方 向 矢 視 図
【 図 ４ 】 上 部 パ ネ ル お よ び メ ー タ バ イ ザ の 分 解 斜 視 図
【 図 ５ 】 図 ４ の ５ － ５ 線 断 面 図
【 図 ６ 】 図 ４ の ６ － ６ 線 断 面 図
【 図 ７ 】 図 ４ の ７ － ７ 線 断 面 図
【 図 ８ 】 下 部 左 パ ネ ル お よ び メ ー タ バ イ ザ の 分 解 斜 視 図
【 図 ９ 】 図 ８ の ９ － ９ 線 断 面 図
【 図 １ ０ 】 図 ８ の １ ０ － １ ０ 線 断 面 図
【 図 １ １ 】 図 ９ の １ １ － １ １ 線 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
１ １ 　 　 　 イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル
１ ６ 　 　 　 上 部 メ ー タ （ メ ー タ ）
２ ２ 　 　 　 ダ ッ シ ュ ボ ー ド ロ ア
２ ３ 　 　 　 横 梁
２ ４ 　 　 　 ブ ラ ケ ッ ト
２ ８ 　 　 　 第 １ 空 調 用 ダ ク ト （ 空 調 用 ダ ク ト ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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